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No.756
7.1
平成 26年
（2014 年）

人口　62,494人（ー 18）
男　　31,239人（ー  5）
女　　31,255人（ー 13）
世帯　24,113戸（＋  6）
※5月末日現在。
（　）内は前月比。

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

「
振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
」
に
ご
注
意
を

　
全
国
で
振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
な
ど
の
被
害
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
も
頻
繁
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
お
り
、
昨
年

か
ら
5
月
末
ま
で
に
12
件
、
4
千
8
百
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
犯
人
は
プ
ロ
の
詐
欺
グ
ル
ー
プ
で
す
。
電
話
に
出
て
話

し
て
し
ま
う
と
言
葉
巧
み
に
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
留
守
番
電
話
に
設
定
す
る
な
ど
し
て
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

油
断
は
禁
物
で
す

　「『
振
り
込
め
詐
欺
』
な
ら
知
っ
て

い
る
。
自
分
は
大
丈
夫
！
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
電
話
一
本
で

行
わ
れ
る
犯
罪
で
す
。
犯
人
は
、
言

葉
巧
み
に
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と

し
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
手
口
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
電
話
を
受
け
た

本
人
が
、
犯
人
の
嘘
に
だ
ま
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
被
害
を
防

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
①
息
子
や
孫
な
ど
の
家
族
を

か
た
り
、
現
金
を
準
備
さ
せ
、
代
理

人
を
名
乗
る
者
が
直
接
現
金
を
受
け

取
る

ケ
ー
ス
②
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
の
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗

っ
て
、
税
金
や
年
金
、
医
療
費
な
ど

の
還
付
金
が
あ
る
と
言
っ
て
だ
ま
し
、

A
T
M
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

に
誘
導
し
、
機
械
操
作
を
さ
せ
て
お

金
を
振
り
込
ま
せ
る

ケ
ー
ス
③
警
察
官
を
名
乗
っ
て
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

相談先
◆印西警察署　☎　0476（42）0110
◆振り込め詐欺相談ダイヤル
（千葉県警察）　☎　0120（494）506
（平日　午前8時30分～午後5時15分）
◆緊急の時は　☎　110番

「サギ」にだまされないようにしようネ！

昨
年
か
ら
市
内
で
12
件

4
千
8
百
万
円
の
被
害

　
振
り
込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
ら
「
一
人
で
悩
ま

ず
、
考
え
ず
」「
お
金
を
渡
す
前
」

に
家
族
や
下
記
相
談
先
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

声
掛
け
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
警
察
か
ら
の
要
請
で
、
金
融
機
関

な
ど
の
職
員
が
、
高
額
を
引
き
出
す

人
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

振
り
込
め
詐
欺
防
止

に
は
普
段
か
ら
家
族

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
事
　

　
印
西
警
察
署
管
内
の
振
り
込
め

詐
欺
被
害
状
況
は
、
1
月
か
ら
5

月
末
ま
で
に
9
件
、
2
千
4
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
白

井
市
は
2
件
、
4
百
万
円
の
被
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
の
傾
向

は
、
1
件
当
た
り
の
被
害
額
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
管
内
で
も
電

話
は
多
数
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
親
の
人
情

を
利
用
し
た
最
低
の
犯
罪
で
す
。

こ
の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
背
景

と
し
て
、
家
族
間
が
疎
遠
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
事
が
大
き
な
要

因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家

族
間
で
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
被
害
の
抑
止
力
に
な
り
ま
す
。

電
話
に
出
な
い
こ
と

が
一
番
の
予
防
策

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
犯
罪
者
と
接
触

し
な
い
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

電
話
に
出
な
い
こ
と
で
す
。
詐
欺

の
電
話
は
、
携
帯
電
話
に
か
か
っ

て
く
る
こ
と
は
な
く
、
家
の
電
話

に
か
け
て
き
ま
す
。
相
手
の
電
話

阿波谷印西警察署長

印西警察署長インタビュー

話
に
か
け
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、
き

ち
ん
と
背
広
を
着
て
ネ
ク
タ
イ
を

結
び
鞄

か
ば
んを

持
ち
、一
見「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
風
」
を
装
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
も
と
も
と
普
段
そ
の
よ
う

な
服
装
を
し
て
い
な
い
の
で
、
な

ん
と
な
く
背
広
が
似
合
っ
て
い
ま

せ
ん
。
犯
罪
者
が
電
話
を
か
け
る

拠
点
に
し
て
い
る
事
務
所
を
突
き

止
め
る
た
め
に
も
、
周
辺
で
背
広

な
ど
が
似
合
わ
な
い
若
い
人
が
多

数
出
入
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
場

所
が
あ
っ
た
ら
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
家

族
と
疎
遠
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

お
孫
さ
ん
か
ら
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
声
を
か
け

て
も
ら
え
れ
ば
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

番
号
が
表
示
で
き
る
「
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
の
電
話
に
し
て
、

知
ら
な
い
電
話
や
非
通
知
の
電
話

に
は
出
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

普
段
か
ら
留
守
番
電
話
に
し
て
お

け
ば
犯
罪
者
は
留
守
電
に
録
音
を

残
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の
ま

ま
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
電
話
に
出
て
し
ま
い

相
手
が
携
帯
電
話
を
無
く
し
て
し

ま
っ
た
と
言
っ
た
ら
怪
し
む
事
で

す
。「
携
帯
電
話
を
無
く
し
た
」

と
い
う
の
が
、
振
り
込
め
詐
欺
を

判
断
す
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
が
お
金
を
取
り
に

来
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
待
ち

合
わ
せ
の
場
所
に
違
う
人
が
来
た

場
合
は
、
ま
ず
振
り
込
め
詐
欺
と

疑
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。「
本

人
以
外
に
は
お
金
を
渡
さ
な
い
」

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
会
う
前
に

本
人
が
無
く
し
た
と
い
う
携
帯
電

で
携
帯
電
話
を
か
け
な
が
ら
Ａ
T
M

を
操
作
し
て
い
る
人
に
「
振
り
込
め

詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
で
は
な
い
で
す

か
」
と
声
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
確
認
で
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
4

　市では、かかってきた電話が迷惑電話かどうか判定し、
色のついた光でお知らせをしてくれる「迷惑電話チェッ
カー」のモニターを募集しています。利用は無料です。
利用期間など詳細については問い合わせてください。
■申・■問　市民安全課交通防犯班　内線3324

振り込め詐欺や悪質商法などの対策として
「迷惑電話チェッカー」の無料モニター募集中

✂ ✂
〈切り取って電話機や電話機の近くに貼っておきましょう〉

電話番号が変わったという連絡があった……………

すぐにお金が必要と言われた…………………………

お金を返すからＡＴＭに行ってと言われた……

カードを預かると言われた………………………………

代わりの者がお金を受け取りに行くと言われた……

振り込め詐欺　チェック表

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

１つでも「はい」があったら、振り込め詐欺です。
子や孫の電話にかけて確認を !!

子や孫の
電話番号
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に
開
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
現
在
、
白
井
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
古
紙
類
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、
瓶
・
缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
資
源
ご
み
は
、
作
業

員
が
4
〜
5
人
で
異
物
な
ど
を
除

く
分
別
作
業
を
行
い
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
作
業
服
な
ど
へ
の
再
商
品

化
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
中
間
処

理
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
小
学

生
や
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど
毎

年
多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ
て
お

り
、
今
後
も
施
設
見
学
会
や
啓
発

活
動
へ
の
参
加
な
ど
も
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
佐
久
間
社
長
は
「
分
け
れ
ば
資

源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
と
い
う
よ

う
に
で
き
る
だ
け
簡
単
に
、
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

を
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
案
で
き

る
よ
う
に
、
常
に
「
市
民
目
線
」

に
立
っ
て
物
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
心
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
3

　
今
回
は
、
平
塚
に
あ
る
「
株
式

会
社
佐
久
間
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
㈱
佐
久
間
は
、
1
9
7
6
年

（
昭
和
51
年
）
に
佐
久
間
社
長
が

30
歳
を
迎
え
た
時
「
人
の
嫌
が
る

仕
事
で
社
会
貢
献
し
た
い
」
と
考

え
、
教
師
か
ら
転
身
し
、
千
葉
市

内
で
古
紙
回
収
業
か
ら
始
め
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
の
年
月
を
経

た
今
、
他
の
会
社
な
ど
の
ま
ね
を

せ
ず
、
依
頼
者
の
要
望
に
耳
を
傾

け
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
県
内
な
ど
に
13
の

事
業
所
を
持
つ
、
希
少
な
資
源
再

生
総
合
企
業
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
平
成
19
年
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
容
器
な
ど
の
再
商
品
化
事

業
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
「
第
1

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
大
賞
ち
ば
」

の
優
秀
企
業
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
社
が
所
有
す
る
施
設
の
う
ち

「
白
井
（
開
設
当
時
は
印
旛
資
源
）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り

ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
13
年
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
が

分
別
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
白
井
・
印
西
両
市
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
、
同
年

発
見
!
白
井
の
仕
事
人

　

〜
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
〜

株
式
会
社
佐
久
間 16

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
6
月
6
日
か
ら
13
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
項
目
　
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ブ
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
赤
大
根
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、

エ
ダ
マ
メ
、
万
願
寺
と
う
が
ら
し
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

土
地
改
良
区
か
ら
の
お

願
い

　
印
旛
沼
や
手
賀
沼
、
神
崎
川
な
ど

の
周
辺
の
水
辺
に
は
用
排
水
機
場
や

用
排
水
路
な
ど
、
多
数
の
土
地
改
良

施
設
が
あ
り
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を

引
く
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な

施
設
で
の
事
故
な
ど
が
多
く
発
生
し

ま
す
。

　
水
辺
の
事
故
は
大
人
の
気
遣
い
で

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水

田
近
く
の
用
排
水
機
場
や
用
排
水
路

な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
か
な
い

よ
う
、
ま
た
施
設
の
付
近
で
遊
ん
だ

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
　
☎
0
4

3
（
4
8
4
）
1
1
5
5
、
手
賀
沼

土
地
改
良
区
　
☎
0
4
7
6
（
4
2
）

2
8
2
1
、
農
政
課
農
政
班
　
内
線

3
2
5
3

就
活
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
　

　
　
　
　
　
i
n
白
井

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
・
印
西
・
鎌

ケ
谷
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト

す
る
と
き
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別
に
相
談
で
き

る
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
（
1
人
15
分

程
度
）」
や
求
人
情
報
一
覧
表
の
閲

覧
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
29
日
㈫

　
午
後
1
時
20
分
〜

3
時
30
分

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

　
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
市
長
、

教
育
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
の
資
産

等
報
告
書
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

閲
覧
日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

閲
覧
場
所
　
市
役
所
3
階
総
務
課

※
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
に
そ
の

職
に
な
い
副
市
長
に
つ
い
て
は
、
資

産
等
報
告
書
の
提
出
義
務
が
な
い
た

め
、
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2
・
3

木
造
住
宅
無
料
耐
震
相
談

　
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を

対
象
に
簡
易
な
耐
震
診
断
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

問
し
、
調
査
票
の
配
布
と
回
収
を
行

い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
　
富
塚
の
一
部

期
間
　
7
月
か
ら
11
月
ま
で
（
準
備

調
査
1
カ
月
・
本
調
査
4
カ
月
）

問
　
県
庁
統
計
課
労
働
力
・
学
事
・

農
林
班
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2

2
2
0

移
動
交
番
を
開
設

　
7
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所

　
3
日
㈭

　
午
後
2
時

〜
4
時
、
11
日
㈮

　
午
前
11
時
〜
4

時
・
セ
ー
ブ
オ
ン
千
葉
白
井
店
（
西

白
井
）、
12
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正

午
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
白
井
河
原
子
店
、

15
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午
・
運
動

公
園

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

　
こ
の
相
談
会
で
危
険
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
市
の
戸
建
住
宅
耐
震
診

断
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
、
専
門

家
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
25
日
㈮
、
8
月
29
日
㈮
、

9
月
26
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅

　
各
日
6
件
（
申
し
込

み
順
）

相
談
員

　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協

会
会
員

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
開
催
日
の
4
日
前
ま
で
に
、

電
話
か
直
接
建
築
指
導
課
建
築
指
導

班
　
内
線
3
2
2
1
〜
3
へ

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
31
日
㈭
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
2

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
1
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
1
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
1
期
分
）

～夏休み親子消費者教室～
「ものの燃え方と炎のチカラ」

　私たちが「サル」から進化し「ヒト」になったのは、道具だけ
ではなく火やエネルギーを使いこなすようになったからです。し
かし、現代は便利な世の中となり、子どもたちが火を扱う機会は
減ってきています。
　温かみのある豊かな暮らしを送るために、「マッチをする」「食
材をあぶる」などの体験を通じて、火の正しい扱
い方や炎の持つ力について親子で楽しく学びなが
ら、子どもたちの「生きる力」を育ててみませんか。
日時　8月7日㈭　午前10時30分～正午
場所　福祉センター（清戸）
対象　市内在住の小学生とその保護者　30人（申し込み順）
持ち物　ハンドタオル、髪の長い人は髪留め、筆記用具
参加費　無料
■申・■問　電話か直接商工振興課商工振興班　内線3241へ

※
開
始
10
分
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象
　
就
職
を
希
望
し
て
い
る
15
歳

か
ら
39
歳
ま
で
の
人
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班

　
内
線
3
2
4
2
、
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば

　
☎
0
4
7
（
4

2
6
）
8
4
7
1
へ

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
を
希
望
す

る
場
合
は
、
申
し
込
み
の
際
に
一
緒

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
労
働
力
調
査
」
を
実
施

　
総
務
省
と
千
葉
県
で
は
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
就
業
・
不
就
業
の

状
態
を
調
査
す
る
「
労
働
力
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
毎
月
末
に
公
表
さ
れ
る
完
全
失
業

率
は
こ
の
調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
対
象
地
区
に
は
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
た
統
計
調
査
員
が
訪

　市では、職員の育児休業取得に伴
い、任期付職員の募集を行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当
および勤務時間などが正規職員と同
様で、採用期間を定めた職員をいい
ます。
募集要件・人数　保育士・保健師・
作業療法士それぞれの資格を有し、
昭和44年4月2日以降に生まれた人（45歳以下）　各1人
※選考基準により選考します。また、年齢に関し募集要件
を満たしていない人も、相談に応じます。
任期　保育士　平成26年8月29日から平成27年7月3日まで
保健師　平成26年8月7日から平成28年3月31日まで
作業療法士　平成26年8月22日から平成28年3月31日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　保育士　清水口保育園　保健師　健康課（保健
福祉センター内）　作業療法士　こども発達センター（保
健福祉センター内）
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにありま
す）に必要事項を記入の上、資格者証の写しを添えて、7
月15日㈫までに、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　
内線3314・5へ

保育士・保健師・作業療法士の
育休任期付職員を募集

株式会社佐久間

分別作業の様子
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　印西地区消防組合では、平成
27年度に採用を予定している消
防および救急などの業務を行う
消防職員（消防職）を募集する
職員採用試験を実施します。
試験日　9月21日㈰
試験会場　佐倉市立佐倉中学校
募集人数　昭和61年4月2日から
平成9年4月1日までに生まれた
人　9人程度

※募集にあたり別途身体基準があります。基準内容につい
ては、印西地区消防組合ホームページをご覧になるか、直
接問い合わせてください。
　日本国籍を有しない人、地方公務員法第16条に定める欠
格条項に該当する人は受験できません。
　申込書は7月17日㈭から印西地区消防組合消防本部総務課
（印西市）、白井市または印西市内の各消防署で配布の予定
です。また印西地区消防組合ホームページからダウンロー
ドすることができます。
■申・■問　7月29日㈫から8月15日㈮（消印有効）までに郵送
か平日の午前9時から午後5時までに直接〒270―1387　印
西市牧の原2―3　印西地区消防組合消防本部総務課人事係
☎0476（46）9922へ

平成26年度消防職員採用試験
【
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
】

◆
「
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
延
命

化
工
事
」
の
説
明
会
を
開
催

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
今

年
度
で
稼
働
29
年
目
を
迎
え
、
機
器

の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
次
期
中
間
処
理
施
設
用
地
が
決
定

し
、
新
工
場
が
稼
働
す
る
ま
で
の
間
、

現
施
設
を
延
命
化
し
な
け
れ
ば
、
住

民
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
ご

み
処
理
を
停
滞
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
で

は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、

現
施
設
の
延
命
化
工
事
を
進
め
る
に

当
た
り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
6
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

場
所

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
（
印
西
市
）

問
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
術

班
　
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2
7
3

3※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交
通
機

保

健

師

で

す

　
幸
い
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
中
の
炎
天
下
で
な

く
比
較
的
涼
し
く
な
る
夜
中
で
も

熱
中
症
に
な
る
の
か
と
驚
い
た
そ

う
で
す
。

　
今
年
の
5
月
19
日
か
ら
の
一
週

間
に
全
国
で
2
9
1
人
が
熱
中
症

の
た
め
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
22
年
に
は
全
国
で
1
、
7

3
1
人
、
千
葉
県
で
は
60
人
も
の

人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
日
中
だ
け
で
な
く

夜
も
油
断
を
し
な
い
で
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
い
日
が

続
き
ま
す
。
予
防
方
法
や
熱
中
症

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
対
応
方

法
な
ど
は
、
上
記
の
「
熱
中
症
は

予
防
が
大
切
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

保
健
師

　
矢
野
幸

　  「
ま
さ
か
自
分
が
家
の
中
で
、

そ
れ
も
寝
て
い
る
時
に
熱
中
症
に

な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
こ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
60

歳
代
の
男
性
で
す
。

　
7
月
の
そ
の
日
は
天
気
が
良
く
、

体
力
自
慢
の
男
性
は
丸
一
日
、
外

で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
作
業
中
は
熱
中
症
対

策
で
、
帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど
の
対

応
は
十
分
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
ど
お
り
に
休
ん
で
い
る

と
、
夜
中
に
ひ
ど
い
吐
き
気
に
襲

わ
れ
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。 油

断
し
な
い
で
！

熱
中
症
に
は
ご
用
心
！

くび

わき

また

熱中症になったら冷やすと良い場所

「
熱
中
症
」
は
予
防
が
大
切
！

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
日
中
の
み
な

ら
ず
夜
間
も
熱
中
症
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　
特
に
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
、
持
病

の
あ
る
人
、
体
調
の
悪
い
人
が
熱
中

症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
夏
を
元
気
よ
く
健
康
に
過
ご

す
た
め
に
、
熱
中
症
対
策
を
今
か
ら

始
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
「
熱
中
症
」
と
は

　
人
間
は
生
命
の
維
持
の
た
め
、
36

〜
37
度
と
い
う
狭
い
範
囲
で
体
温
を

調
整
し
て
い
る
恒
温
動
物
で
す
。

　
高
温
多
湿
の
環
境
で
は
、
血
管
を

ひ
ろ
げ
た
り
、
汗
を
か
い
て
体
温
を

下
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
調
整
が
う
ま
く
い
か
ず
、
体
内
の

水
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
熱
中
症
と
言
い
ま
す
。

◆
熱
中
症
の
予
防
は
「
水
分
補
給
」

と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切

　
熱
中
症
に
な
る
と
、
重
症
の
場
合

死
に
至
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
予
防
方
法
や
応
急
処
置

を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
、
十

分
予
防
を
す
る
よ
う
に
、
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

●
気
温
が
高
い
時
は
無
理
を
せ
ず
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
用

す
る

●
涼
し
い
服
装
を
心
掛
け
、
外
出
時

は
日
傘
や
帽
子
を
使
用
す
る

●
高
齢
者
は
、
の
ど
が
乾
か
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
、
室
温

が
28
度
を
超
え
た
ら
、
半
袖
を
着
て
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
す
る

◆
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
熱
中

症
の
疑
い
を

【
軽
度
】

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
痛
、

汗
が
と
ま
ら
な
い

【
中
等
度
】

頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ
る
い

【
重
度
】

意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
し
て
い
る
、

体
温
が
高
い
、
呼
び
か
け
に
対
し
て

返
事
が
お
か
し
い
、
ま
っ
す
ぐ
歩
け

な
い

◆
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
熱
中
症
の
症
状
は
変
化
す
る
の
で

見
守
り
が
必
要
で
す
。
軽
度
の
熱
中

症
で
も
一
人
に
せ
ず
、
状
態
を
見
守

り
、
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

【
軽
度
の
場
合
】

●
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
の
水
分
を
補

給
す
る

●
涼
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る

●
衣
服
を
ゆ
る
め
、
首
や
脇
の
下
な

ど
を
冷
や
す

【
中
等
度
・
重
度
の
場
合
】

●
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
す
る

●
意
識
が
無
か
っ
た
り
自
分
で
歩
け

な
い
場
合
は
、
救
急
車
を
要
請
す
る

問
　
健
康
づ
く
り
推
進
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
4

関
の
利
用
で
の
来
場
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
の
受
け
付
け

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
が
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
、
30
歳

未
満
の
人
を
対
象
と
し
た
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
7
月
分
か
ら
平
成
27
年

6
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
た

平
成
26
年
度
の
免
除
申
請
は
、
本
日

か
ら
保
険
年
金
課
で
受
け
付
け
し
ま

栄養士
の 今月の献立は 

おすすめおすすめ
栄養たっぷり 

レシピ 
材料（1枚・2人分）
　ニラ1束、ニンジン
20㌘、桜エビ大さじ2、
ピザ用チーズ大さじ2、
ごま油大さじ1/2、ポ
ン酢適量
【生地A】　薄力粉大さ
じ5、片栗粉大さじ2、
スキムミルク大さじ2、
水100cc
作り方　①ニラは１㌢㍍幅、ニンジンは千切りにす
る。②ボウルにＡの材料を合わせる。③②にニラ、
ニンジン、桜エビ、ピザ用チーズを入れて、混ぜ合
わせる。④フライパンにごま油をひき、③を流し入
れ両面を中火でこんがりと焼く。⑤食べやすい大き
さに切り、お好みでポン酢をかける。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　スキムミルクを生地に混ぜ込むので、カルシウム
の摂取量がアップします。野菜もたっぷり食べるこ
とができるので、子どものおやつにいかがですか。
1枚当たりの栄養価　424㌔㌍　カルシウム607㍉㌘

にらたっぷりの
チヂミ

にらたっぷりのチヂミ

す
。

　
受
け
付
け
た
申
請
書
は
、
日
本
年

金
機
構
が
審
査
を
行
い
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
年

金
手
帳
、
所
得
等
証
明
書
や
源
泉
徴

収
票
・
確
定
申
告
の
写
し
の
い
ず
れ

か
、
失
業
し
た
人
は
公
的
機
関
が
発

行
し
た
失
業
を
証
明
す
る
書
類

※
申
請
書
は
保
険
年
金
課
に
あ
り
ま

す
。

◆
免
除
申
請
の
相
談
は
お
早
め
に

　
今
年
の
4
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ

れ
て
、
2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
失
業
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な

っ
て
い
た
状
況
で
、
な
お
か
つ
免
除

の
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
、
未
納

期
間
が
あ
る
人
は
、
保
険
年
金
課
ま

た
は
日
本
年
金
機
構
船
橋
事
務
所
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務

所
　
☎
0
4
7
（
4
2
4
）
8
8
1

1
、
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班
　
内

線
3
1
7
4
・
9

応急手当の指導をする消防職員

ポスティングサービスで「広報しろい」
が受け取れます
　新聞を購読していない市内在住の世帯を対象
に「広報しろい」のポスティングサービスを行っ
ていますので、利用しませんか。
【申し込みの際の注意点】
・発行日から 3日以内で配布するように配布業
者に依頼しているため、発行日（毎月 1日・15 日）
に届かない場合があります。
・ポスティングサービスで得た情報は、ポスティ
ングサービスおよび選挙執行の際の「選挙公報」
の配布のみに利用します。
・申し込みで得た個人情報は、個別配布業者に
提供します。
・集合住宅の場合は、1階のポストに配布します。
・申し込みは随時受け付けていますが、締切日（発
行日の 3日前）を過ぎた場合は、その次の号か
らの配布となります。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
と
家
族
を
支
え
る
介
護
保
険

介
護
保
険
と
は

　
介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
と
そ
の
家

族
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
い
ざ
必
要

と
な
っ
た
と
き
の
介
護
や
そ
の
経
済

的
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
社

会
保
険
制
度
で
す
。

　
要
介
護
や
要
支
援
の
認
定
を
受
け

る
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
な
ど
を
利

用
し
た
と
き
に
、
そ
の
費
用
の
う
ち

1
割
の
負
担
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
費
用
を
支
え
る
の
が

介
護
保
険
料
で
す
。

制
度
を
支
え
る
保
険
料

　
こ
の
制
度
を
支
え
る
保
険
料
は
、

65
歳
以
上
（
第
1
号
被
保
険
者
）
と

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
（
第
2
号
被
保

険
者
）
で
は
計
算
方
法
や
納
付
先
が

表1　　　　　　　　65歳以上の人の介護保険料

所得段階 対　　　　象 保険料の
調整率

保険料
（年額）

第1段階
生活保護受給者または老齢福祉年金
受給者であって、市民税非課税世帯
の人

基準額
×0.40

18,200円

第2段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の
前年の公的年金等収入額と前年の合
計所得金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.50

22,800円

第3段階 世帯全員が市民税非課税で第2段階以
外の人

基準額
×0.65

29,600円

特
例

世帯全員が市民税非課税で、本人の前
年の公的年金等収入額と前年の合計所
得金額の合計が120万円以下の人

基準額
×0.60

27,400円

第4段階
（基準額）

本人が市民税非課税で世帯の中に市
民税課税者がいる人

基準額
×1.00

45,600円
（月額3,800円）

特
例

本人が市民税非課税で世帯の中に市
民税課税者がいるが、本人の前年の
公的年金等収入額と前年の合計所得
金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.80

36,500円

第5段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が125万円未満の人

基準額
×1.10

50,200円

第6段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が125万円以上200万円未満の人

基準額
×1.25

57,000円

第7段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が200万円以上400万円未満の人

基準額
×1.45

66,100円

第8段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が400万円以上600万円未満の人

基準額
×1.60

73,000円

第9段階 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が600万円以上800万円未満の人

基準額
×1.70

77,500円

第10段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が800万円以上の人
基準額
×1.90

86,600円

※保険料基準額の月額は県平均4,423円、全国平均4,972円です。

　
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
介
護
保
険
制
度
は
、
加
入
者
が
負
担
す
る
保
険
料
と
国
・
県
・
市
の
負
担
に
よ
り
、
そ
の
運

営
費
用
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

表2 　40歳から64歳までの人の介護保険料

国保加入者 会社などの
健康保険加入者

所得割（前年の総所得－
基礎控除額33万円×1.42
㌫）＋均等割（11,400円）
＝保険料

標準報酬月額（標
準賞与額）×介護
保険料率（※）＝
保険料

※ 介護保険料率は加入する健康保険に問い合わ
せてください。

介護保険の認定を
受けるには

　介護保険の認定を受けることができる人は、65歳
以上（第1号被保険者）と40歳から64歳までの人（第
2号被保険者）に分かれます。
【65歳以上の人の場合】
　資格を取得した月（65歳になった月）に介護保険証
が交付され、その後、申請により介護や支援が必要で
あると「認定」を受けた場合にサービスを利用するこ
とができます。申請からサービス利用までの流れは右
図のとおりです。
【40歳から64歳までの人の場合】
　特定の病気（脳血管疾患、関節リウマチ、パーキン
ソン病、初老期における認知症、末期がんなど16種類
の特定疾病）が原因で介護や支援が必要な場合は、申
請をして認定を受けると介護保険証が交付され、サー
ビスを利用することができます。
※交通事故などが原因の場合は、介護保険の対象外と
なりますので、詳細については問い合わせてください。
■問　高齢者福祉課介護保険班　☎（497）3473

異
な
り
ま
す
。

【
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
】

　
65
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
が
属

す
る
月
分
か
ら
市
に
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
保
険
料
は
表
1
の
と

お
り
で
、
前
年
の
所
得
や
世
帯
の
状

況
な
ど
に
基
づ
い
て
段
階
が
分
か
れ
、

個
人
ご
と
に
決
ま
り
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る

納
付
（
特
別
徴
収
）

　
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
の
い

ず
れ
か
の
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人
を
対
象
に
、
年
金
の
定
期
受
給

の
際
に
あ
ら
か
じ
め
介
護
保
険
料
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
4
月
、
6
月
、
8
月
は
前
年
の
市

民
税
額
を
根
拠
と
し
て
仮
に
算
定
さ

れ
た
額
を
納
め
、
そ
の
後
市
民
税
の

金
額
が
決
定
し
た
ら
、
10
月
、
12
月
、

翌
年
2
月
の
年
金
か
ら
は
そ
れ
ま
で

の
支
払
金
額
と
調
整
の
上
、
納
め
ま

す
。

◆
納
付
書
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴
収
）

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
は
、
市
が
7
月
16
日

㈬
に
郵
送
す
る
納
付
書
で
、
市
役
所
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
い
ず
れ
か
で
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
①
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺

族
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

②
年
度
の
途
中
で
65
歳
（
第
1
号
被

保
険
者
）
に
な
っ
た
人

③
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

④
年
度
の
途
中
で
保
険
料
段
階
区
分

が
変
更
に
な
っ
た
人

※
②
③
④
の
場
合
は
特
別
徴
収
に
切

り
替
わ
る
ま
で
の
間
が
対
象
で
す
。

【
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
の
介
護

保
険
料
】

　
64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
、
40

歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る

月
分
か
ら
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
納
め
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の

場
合
、
保
険
料
の
計
算
式
は
表
2
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

滞
納
し
た
ま
ま
に
す
る
と

　
特
別
な
理
由
も
な
く
、
保
険
料
を

滞
納
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、
滞
納
し

て
い
た
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
や
介
護
保
険
制
度
の
健
全

な
運
営
の
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

　
災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
猶
予
や
分
割

納
付
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

 

　介護認定の申請をすると、
後日、市の認定調査員または
市が認定調査を委託している
居宅介護支援事業所の職員が、
要介護・要支援認定の基にな
る認定調査を行います。
　認定調査は、調査対象者の自宅や入所中の施設、入
院中の病院などを訪問し、74の調査項目に従って、心
身の状態についての聞き取りや確認などを行い、調査
票にまとめます。

「介護認定調査員」が調査に伺います
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

全
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
市
で
は
、
強
調
月
間
の
期
間
中
に

市
の
保
護
司
が
中
心
と
な
っ
て
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。保

護
司
と
は

　
保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
地
域
で
更
生
保
護
活
動
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
で
す
。

　
刑
務
所
や
少
年
院
か
ら
出
て
「
保

護
観
察
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

人
な
ど
を
指
導
や
援
助
し
た
り
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
な
ど
の
地

域
社
会
に
お
け
る
犯
罪
予
防
活
動
を

行
っ
た
り
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域

社
会
作
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

少
年
非
行
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
は

　
子
ど
も
の
非
行
や
問
題
行
動
な
ど

の
悩
み
が
あ
る
人
は
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
千
葉
保
護
観
察
所
か
地
区

の
保
護
司
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
千
葉
保
護
観
察
所
の
連
絡
先
お
よ

び
地
区
の
保
護
司
の
氏
名
、
地
区
、

連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

千
葉
保
護
観
察
所
　
☎
0
4
3
（
2

0
4
）
7
7
9
1

保
護
司
　
左
表
の
と
お
り

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
家
庭
や

学
校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
か

ら
犯
罪
や
非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
た
作
文

（
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
〜
5

枚
）
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
応
募
す

る
人
は
、
本
日
か
ら
9
月
1
日
㈪
ま

で
に
通
学
し
て
い
る
各
小
・
中
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上

げ
ま
す
。

　
作
品
は
市
の
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
推
進
委
員
会
」
で
優
秀
作
品

を
選
考
し
、
県
の
推
進
委
員
会
へ
推

薦
し
ま
す
。
結
果
は
12
月
初
旬
に
各

小
・
中
学
校
へ
通
知
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

　
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
2

7
月
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す 

　　　保護司の連絡先　　　（敬称略）
氏名 地区 電話番号

秋本久彦 白井 （497）1881
林眞知子 七次台 （491）4414
小林稔 清水口 （491）3073
古澤由紀子 南山 （491）3520
井川芳枝 冨士 （445）4859
矢野富子 けやき台 （491）5133
稲葉正秀 平塚 （497）0807
浅利亙 根 （491）5096

結婚50周年の夫婦と三世代夫婦同居世帯へ
記念品を送ります

　9月15日㈷から21日㈰までは「老人
福祉週間」です。
　市では、その事業の一環として結
婚50周年（金婚）の夫婦と三世代夫
婦同居（三夫婦）世帯を祝うために
記念品を贈ります。
金婚夫婦　昭和39年9月1日から昭和40
年8月31日までの間に婚姻届を提出し、
ともに市内に居住している夫婦
三夫婦世帯　平成25年9月1日から平成26年8月31日までの間に三世代
の夫婦になり、三夫婦ともに市内で同居している世帯
■申・■問　該当している夫婦、世帯の人は、住所、それぞれの氏名、
電話番号、夫婦の場合は婚姻日と現在の本籍地を7月31日㈭までに電
話で高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484へ

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で

イ
キ
イ
キ
生
活
！

健
康
料
理
教
室

　「
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
味

方
で
あ
る
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
作
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
話
も
あ
り
ま

す
。

　
楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く
食
べ
て
、

体
の
中
か
ら
「
イ
キ
イ
キ
生
活
」
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
場
所

　
17
日
㈭
・
冨
士
セ
ン

タ
ー
、
23
日
㈬
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
25
日
㈮
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー※
23
日
㈬
の
み
保
育
が
あ
り
ま
す

（
1
歳
以
上
）。
保
育
を
希
望
す
る
場

合
は
、
申
し
込
み
の
際
に
一
緒
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
（
受

け
付
け
　
午
前
9
時
45
分
〜
）

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
各
日
16
人

（
申
し
込
み
順
）

※
作
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ど
の
日
程
も

同
じ
で
す
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
4
0
0
円

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
を
、
電
話
か
E
メ
ー
ル

で
、
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

 k
en

k
ou
@
city
.sh
iroi.ch

ib
a.jp

へ

第1回
まず、
「うつ」を知ろう

　皆さんが、心身ともに健康で過ごせるように、体
だけでなく「ココロ」にも目を向けてもらう切っ掛
けとして、奇数月の1日号に連載します。

　「今は何でもないから、自分とは関係ない」と思っ
ていませんか。最近の研究では、一生のうちに何らか
の心の病（精神疾患）にかかる人は5人に1人とも言わ
れており、決して「珍しい病気」ではありません。
　心の病は予防することができます。また早期発見・
治療することで長引かずに良くなることがほとんどで
す。
　「うつ病」は、次の項目が５項目以上あてはまり、2
週間以上続くことが診断基準とされています。
●ほとんど一日中憂うつで沈んだ気分が続く
●仕事や趣味、対人関係などすべての活動に興味や喜
びを感じられない
●食欲がない
●よく眠れない
●通勤や家事など、いつもの仕事が毎日辛い
●疲れやすい、無気力
●罪悪感や自分は無価値だという思いに捉われる
●集中力や思考力が低下して決断できない
●自殺したいという思いに捉われる
　自分自身でこういった項目を的確に判断するのは難
しいですが、例えば「元気がない」「自分を否定する
様な発言が多い」「新聞やテレビを見なくなった」な
どもちょっとしたサインといえます。
　身近な人がいつもと違うと感じた場合、さりげなく
声を掛け、話を聞いてみてください。
　場合によっては、市が行っている「こころの相談」
を利用することも有効です。
■問　社会福祉課障害福祉班　☎（497）3483

子
宮
頸け

い
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
（
個
別
検
診
）

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
2

年
に
1
回
、
集
団
ま
た
は
個
別
の
検

診
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
個
別
検
診
は
、
本
日
か
ら
平
成
27

年
1
月
31
日
㈯
ま
で
次
の
指
定
医
療

機
関
で
実
施
し
ま
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
人
や
2

年
前
に
受
診
し
た
人
に
は
、
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
済
み
で
ま
だ
問
診
票
が

届
い
て
い
な
い
人
や
、
新
規
で
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
健
康
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
指
定
医
療
機
関
】

子
宮
頸
が
ん
検
診
　
白
井
聖
仁
会
病

院
、
森
川
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

乳
が
ん
検
診
（
30
歳
代
・
超
音
波
検

査
）　
白
井
聖
仁
会
病
院
、
森
川
産

婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
北
総
白
井
病

院
、
東
邦
鎌
谷
病
院
（
鎌
ケ
谷
市
）

乳
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
・
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
）　
白
井
聖
仁
会
病

院
、
東
邦
鎌
谷
病
院
（
鎌
ケ
谷
市
）

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

　市民プールは豪快なアドベンチャースライダーや流水プール、競泳プール、ちびっ
こプールなどさまざまな施設があります。回数券（7枚で6回分の料金）の販売もして
います。
　市民プールは9月15日㈷まで利用できま
す。
利用時間　午前9時～午後5時（入場は午後
4時まで）
利用料金　右表のとおり
利用方法　市内在住者は利用カードを提示
し、市民プール窓口で入場券を購入
※市内在住で利用カードを持っていない人
は、市役所または各センターで受け取るこ
とができます（1世帯につき1枚発行、有効期限なし）。
■問　市民プール　☎（492）3113

市民プール利用料金
区分 利用料金

市内
在住者

一般・高校生・大学生 450円
小・中学生 150円
幼児（4歳以上） 100円

市外
在住者

一般・高校生・大学生 750円
小・中学生 300円
幼児（4歳以上） 150円

市民プールが本日からオープン

にぎわう市民プール
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
コ

ン
テ
ス
ト

　
白
井
市
文
化
団
体
協
議
会
で
は
、

第
1
回
主
催
事
業
と
し
て
「
バ
レ

エ
＆
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
や
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ダ
ン
ス
で
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競
い
ま
す
。

日
程
　
13
日
㈰

時
間
　
第
1
部
バ
レ
エ
部
門
　
午

前
10
時
30
分
〜

第
2
部
ダ
ン
ス
部
門
　
午
後
1
時

30
分
〜

※
開
場
は
午
前
10
時
で
す
。

場
所

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　
無
料

問
　
白
井
市
ダ
ン
ス
舞
踊
協
会
事

務
局
　
☎
0
9
0
（
6
5
6
5
）

3
6
5
8
、
文
化
課
文
化
班
　
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
3

市民文化祭　展示・大会部門　募集一覧
部門 会場・日程 募集要項 申し込み・問い合わせ

写真展

文化会館2階中ホール
10月31日㈮～ 11月3日㈷
9：00 ～ 17：00
（最終日のみ15：00まで）

作品テーマは「自由」「四季彩」、作品サイズは額縁外寸60×50
㌢㍍以下（W4P～）、1人2点以内とし、ひもを付けておくこと
※出品予定作品を2L版に印刷し、裏面に題名を記入の上、8月
31日㈰までに申し込み先へ提出
【住所は問い合わせ】

白井市写真クラブ
岩立　☎（492）0706
白井写友会
小野　☎（491）4710

手工芸展
原則1人1点
【詳細は問い合せ】

アメリカンフラワー教室
伊藤　☎（492）0438

陶芸展 原則縦40㌢㍍、横30㌢㍍以内の作品で1人1点まで
白井市陶芸団体連絡協議会
曽我　☎（492）5272

俳句展

10月4日㈯13：00 ～、冨士センターで俳句大会を開催し、大会
を経て文化祭へ
大会は、1人2句まで短冊で提出
【詳細は問い合わせ】

白井市俳句会
柳沢　☎（444）7093
大橋　☎（492）2869

短歌展
はがきに一首記入の上、申し込み先へ提出
【住所は問い合わせ】

白井短歌会
望月　☎（442）0129

切手展
タイトル、氏名を添付した1フレーム16枚リーフのもの、1人3
フレーム以内まで

白井郵趣会
吉田　☎（491）1343

華道展
文化センター 2階研修室
11月2日㈰～ 3日㈷

グループ・個人・流派は不問とし、1人1杯まで。花材費は各自
負担

白井市茶華道協会
川西　☎（491）3832

菊花展
文化センター駐車場
11月2日㈰～ 3日㈷

大菊の3本仕立て、福助作り、だるま作り、盆栽、懸
けんがい

崖
白井市菊花会
土田　☎（497）0672

盆栽・山野草展
文化センター 2階研修室ほか
11月2日㈰～ 3日㈷

1人1点、寸法の既定なし
白井市盆栽愛好会
血脇　☎（492）0318

アマチュア無線
文化会館中ホール前
11月3日㈷のみ

自由参加（9：00 ～ 15：00）
白井市無線クラブ
伊藤　☎（491）0603

お茶会
文化センター 2階和室
11月2日㈰

自由参加（11：00 ～ 15：00）
白井市茶華道協会
中島　☎（497）3939

将棋
西白井複合センター
11月1日㈯～ 2日㈰

11月1日㈯　一般参加将棋大会
11月2日㈰　小学生将棋大会
申し込みは、いずれも当日の9：30から、対局は10：00から開始

白井将棋愛好会
坂井　☎（491）2702

囲碁
冨士センター
11月1日㈯

一般参加による段級差1目のハンデ戦対局
申し込みは当日の9：00 ～ 9：30

冨士囲碁クラブ
足立　☎（497）1336

市民文化祭　展示・大会部門参加者募集
　10月31日㈮から11月3日㈷まで、文化会館で開催する「市民文化祭」の出品者・参加者を募集します。
募集のない部門で参加を希望する場合は、問い合わせてください。
募集部門　下表のとおり
対象　市内在住・在勤・在学者
参加費　無料
※展示に係る共益的な費用が発生する場合、費用の負担額が発生する場合があります。
■申　参加要件を確認の上、7月31日㈭までに電話で、各部門の申し込み担当者へ
■問　白井市民文化祭実行委員会　曽我☎（492）5272、文化課文化班　☎（492）1123

◆ダブルステニスクリニック
　公益財団法人吉田記念テニス研修センターの岩見亮ヘッド
コーチから、ダブルスに必要なショットとポジショニングなどの
指導を受けた後、午後から実践試合を行います。
日時　16日㈬　午前10時～午後4時（受け付け　午前9時30分～
9時50分・雨天中止）
対象　18歳以上の女性　32人（申し込み順）
※申込者が18人に満たない場合は中止します。
持ち物　昼食、飲み物
参加費　2,500円（保険代など）
■申・■問　電話か直接白井運動公園　☎（497）0222へ

白井運動公園からのお知らせ

◆夏休み「カブトムシ捕り」体験
　白井運動公園内で自然と触れ合いながら、
カブトムシをつかまえてみませんか。
日時　7月25日㈮、8月1日㈮、8月8日㈮　午前9時～ 11時
対象　小学6年生以下　各日10人（応募者多数の場合は抽選）
※未就学児の子が参加する場合は、保護者が同伴してください。
持ち物　昆虫採集用の網、虫かご、飲み物、日除け用の帽子
参加費　無料
■申・■問　往復はがきに、参加希望日、郵便番号、住所、年齢、学年、
氏名（ふりがな）、電話番号、小学生以下の子が参加する場合
は保護者氏名を記入の上、7月15日㈫（必着）までに、〒270―
1416　白井市神々廻1728―1 白井運動公園「カブトムシ捕り体験
係」　☎（497）0222へ
※結果については、7月19日㈯までにお知らせします。

～青少年相談員連絡協議会　お寺で宿泊体験～

「二日坊主よっ寺っしゃい」参加者募集
　市内のお寺に泊まり、友達と一緒に朝早く起きて座禅をしたり、静かに気
持ちを集中して写経をしたりします。また、青少年相談員との交流もあります。
　夏休みに、お寺で楽しい思い出を作ってみませんか。
日程　８月23日㈯～ 24日㈰　
※午後２時までに集合してください。解散は午前11時を予定しています。
場所　長楽寺（根）
対象　市内在住および在学の小学4年生～中学生　20人（応募者多数の場合
は抽選）
持ち物　着替え、洗面用具、タオルケット、コップ、懐中電灯、習字セット、
虫よけ、保険証のコピー
※入浴はできません。携帯電話やゲーム機、お菓子などの持ち込みは禁止です。
参加費　1,500円（保険代、食糧費ほか）
■申・■問　往復はがきに、住所、氏名、電話番号、性別、生年月日、学校名、
学年、アレルギーなど特別な配慮が必要なことを記入の上、7月18日㈮（必着）
までに、市青少年相談員連絡協議会事務局（生涯学習課内）　内線3433へ

昨年度の文化祭の様子



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

①子ども科学ラボ
　夏休みの自由研究にピッタリな科学実験をしよう。
日程　7月13日㈰
講師　つくばエキスポセンター　加地浩成さん、堀本能之さん
内容・時間・対象・参加費

②七宝焼き体験講座
　小学生の部はキーホルダー、中学生以上
の部はアクセサリーを作ろう。
※中学生以上の部は大人も参加できます。
対象・日時・定員・参加費

③工作教室～うさぎの餅つき～
　左右の棒を動かすとうさぎが交互に杵

きね

をつい
て餅つきをするユニークなおもちゃを作ろう。
日時　7月24日㈭　午前9時30分～ 11時30分
対象　小学3～ 6年生　10人（申し込み順）
講師　おもちゃ病院　星野隆史さん
持ち物　筆記用具、はさみ
参加費　200円（材料費ほか）

④子ども英語教室
　遊びを通して、英語を楽しく学んでみよう。
日程　7月29日㈫・31日㈭、8月5日㈫・7日㈭・19日㈫・21日㈭（全6回）
時間・対象　幼児の部　午前9時30分～ 10時20分・3 ～ 5歳　6人
小学生の部　午前10時30分～ 11時20分・小学1～ 3年生　8人（申
し込み順）
講師　小学校英語準認定指導者　山口美穂さん
参加費　1,200円（資料代ほか）
■申　①は7月11日㈮、②小学生の部は7月27日㈰、中学生以上の部
は7月20日㈰、③は7月22日㈫、④は7月20日㈰までに参加費持参
の上、直接西白井複合センターへ

冨  夏休み子ども教室
①親子でゴーゴーチャレンジ
　アルミ缶を無駄なく使って、ふくろうを作ろう。
日時　7月27日㈰　午前9時30分～正午
対象　市内在住の小学生　15人（申し込み順）
※小学1から3年生までは保護者が同伴してくだ
さい。
講師　缶

かんきょう

響（環境）造形作家　津田のぼるさん
持ち物　プルタブかボトル式の空のアルミ缶3～ 5個、エプロン、
軍手、筆記用具、持ち帰り用の袋、上履き、飲み物
参加費　300円（材料費）

②子ども卓球教室
　卓球講師の煤賀郁雄さんから、楽しく卓球を学ぼう。
日時　7月22日・29日、8月5日・19日・26日（各火曜日・全5回）
午前9時30分～正午
対象　市内在住の小学4～ 6年生　20人（申し込み順）
持ち物　上履き、飲み物、タオル
参加費　500円（資料代、ボール代）
■申　いずれも7月13日㈰までに参加費持参の上、直接冨士センターへ

①おうちシェフ
　子どもが自分でご飯を作ることで、食べることの大切さや料理をする楽
しさ、食と健康について学ぶことができます。
　自分で進んでできる子ども、いろいろなことにチャレンジする子どもに
なるよう応援する講座です。
日時　7月12日・26日、8月9日・23日、9月6日・13日（各土曜日・全6回）
午前10時～午後1時
対象　全日程に参加できる小学3～ 6年生　12人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　精白米3合（初回のみ）、エプロン、布巾、上履き

参加費　1回500円（材料費）

②キッチンサイエンス
　化学変化を利用して、3色の「カラーマジックケーキ」を作ろう。
日時　7月24日㈭　午前の部　午前10時～ 11時30分
午後の部　午後1時～ 2時30分
対象　小学生　各回30人（応募者多数の場合は抽選）
※小学1から3年生までは保護者が同伴してください。
講師　NPO法人くらしとバイオプラザ21　佐々義子常務
理事
持ち物　エプロン、三角巾、タオル、筆記用具、上履き
参加費　1人250円（材料費）

③わらべの集い
　世界には70億人が住んでいますが、100人にすると何が見えるでしょう
か。みんなが100人村の住人になり、いろいろな言葉であいさつをしたり、
大陸に分かれてみたり、体を動かして世界を感じます。楽しみながら「世界」
について一緒に考え、学んでみませんか。その他、「虫の王様」の工作や
流しそうめん、ドッジボールなどの交流会も行います。
日時　8月6日㈬　午前10時～午後5時
対象　市内在住の小学生　30人（応募者多数の場合は抽選）
※小学1から2年生までは保護者が同伴してください。
持ち物　水筒、タオル、上履き、筆記用具、下敷き
※入浴を希望する人は、タオルやせっけんなどを用意してください。
参加費　子ども450円、大人400円（そうめん代ほか）

■申　①は7月7日㈪、②は7月17日㈭、③は7月24日㈭までに電話か直接福祉
センターへ

  桜   「さくせん合宿～ナイトウォーク～」
　自分たちで夕飯のメニューを考え、買い物をして
調理をします。
　夜は、桜台小学校区青少年相談員と一緒に、白井
市内を15㌔㍍を歩いて探検しよう。
日時　8月2日㈯ 午後2時～ 3日㈰ 午前10時30分
※7月30日㈬の午前10時30分から事前研修を行います。
対象　全日程（事前研修含む）に参加できる市内の
小学4～ 6年生　16人（申し込み順）
※応募者多数の場合は桜台小学校区の子どもを優先
します。
参加費　1,500円（材料費ほか）
■申　7月15日㈫までに電話か直接桜台センターへ

内　容 発泡ポリスチレンで遊ぼう 手作りの燃料電池で、燃料電池自動車を動かそう
時　間 午前10時～正午 午後1時30分～ 3時30分

対　象 小学１～３年生とその保護者　15組（申し込み順）
小学4 ～ 6年生とその保護
者　15組（申し込み順）

参加費 300円（材料費） 400円（材料費）

　よく伸びる紙粘土を風船に巻きつけて「ランプシェード」を
作り、明かりをともしてみよう。
日時　7月26日㈯　午前9時30分～正午
対象　小学生以上　10人（申し込み順）
※小学1から3年生までは保護者が同伴してください。
参加費　400円（材料費）
■申　2日㈬の午前9時から電話か直接白井児童館へ

 白   夏休み工作教室「ランプシェード作り」

　いろいろなゲームや音楽ワークショップで今年の夏を楽しもう。
日時　7月24日㈭　午後1時～ 3時30分

時間 内容
午後1時～ 2時 ゲーム（型抜き、わなげ、くじ引きなど）

午後2時～ 3時 「P
ペ ア ー ズ

EARS」の皆さんによる音楽ワーク
ショップ（人気アニメソングなど）

午後3時～ 3時30分 ビンゴ大会

※一部のゲームは有料となります。

ランプシェード

　「わらべの集い」を手伝ってもらえるボランティアを募集します。　
　興味のある人は福祉センターまで連絡してください。

対　象 小学生の部 中学生以上の部

日　時 7月29日㈫午後1時30分～ 2時30分
7月22日㈫
午後1時30分～ 2時30分

定　員 12人（申し込み順） 12人（申し込み順）
参加費 500円（材料費） 1,200円（材料費）

福   夏休みチャレンジ大作戦 アルミ缶のふくろう

西   夏休み体験教室

 サマーフェスタ＆ミュージックフェスタ 駅  サマーフェスタ＆ミュージックフェスタ

うさぎの餅つき

七宝焼き

な つ や す み

こどもイベント

化学実験の様子
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◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　【
初
級
】
4
日
㈮
・

18
日
㈮
　
正
午
〜
午
後
2
時
・
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
11
日
㈮
・

正
午
〜
午
後
2
時
・
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　【
中
・
上
級
】　
11
日
㈮
・

午
後
2
時
〜
3
時
・
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　
年
会
費
　
3
、
0
0
0
円

参
加
費
　
初
級
・
1
回
3
0
0
円
、

中
・
上
級
・
1
回
5
0
0
円
（
施
設

使
用
料
ほ
か
）

問
　
N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部

　
海
老
原
☎
0
9

0
（
3
8
0
1
）
7
3
0
9

◆
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談
会

　
土
地
の
境
界
問
題
や
土
地
分
筆
な

ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日
時

　
9
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
・

成
田
出
張
所

問
　
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印

旛
支
部

　
飯
沼
☎
0
4
3
（
3
0
8
）

5
5
4
6

◆
白
井
平
和
行
進
実
行
委
員
会

①
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

（
白
井
コ
ー
ス
）

　
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
21
世
紀
を

目
指
し
て
歩
き
ま
す
。
終
了
後
は
桜

台
セ
ン
タ
ー
で
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
程
　
13
日
㈰
（
雨
天
決
行
）　
集

合
場
所
・
時
間
　
中
木
戸
公
園
・
午

前
8
時
30
分
　
経
由
地
　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
駅
、
白
井
木

戸
公
園
、
白
井
聖
仁
会
病
院
、
日
本

年
金
機
構
研
修
セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ

ン
タ
ー

※
遠
距
離
の
移
動
に
は
車
を
使
用
し

ま
す
。

②
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
「
原
爆
と

人
間
」
写
真
展

日
程
・
場
所
　
7
月
11
日
㈮
〜
8
月

3
日
㈰
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　

8
月
6
日
㈬
〜
16
日
㈯
・
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー

問
　
①
は
平
川
☎
（
4
9
1
）
0
4

4
8
、
②
は
池
川
☎
（
4
9
1
）
0

5
0
3

◆
お
も
ち
ゃ
病
院

　
お
も
ち
ゃ
病
院
連
絡
協
議
会
会
員

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

場
所
・
日
程
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
・

7
月
13
日
、
8
月
10
日
、
9
月
14
日

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
・
7
月
27
日
、

8
月
24
日
、
9
月
28
日
（
各
日
曜
日
）

時
間
　
午
後
1
時
〜
3
時
　
対
象
　

幼
児
〜
一
般

※
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費

　
無
料
（
部
品
代
の
み
実
費
）

問
　
星
野
☎
（
4
9
8
）
3
3
9
5

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
講
演
会

　「
白
井
を
通
っ
た
渡
辺
崋
山
」
の

テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈭
　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
講
師
　
小
林
正
継
会
員
　
参
加

費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
小
林
☎
（
4
9
1
）
1
7
2
7

◆
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
i
n
下
総
・
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
基
地
一
般
開
放
）

　
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
航
空
機
の
展
示
、
管
制
塔

の
見
学
な
ど
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
と

併
せ
て
、
消
防
放
水
体
験
教
室
や
警

備
体
験
教
室
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）　

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭

　
収
穫
体
験
と
試
食
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
（
受

け
付
け

　
午
前
9
時
30
分
〜
・
雨
天

時
は
21
日
㈷
ま
で
順
延
）　
場
所
　

Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や
お

ぱ
ぁ
く
」　
対
象
　
一
般
　
1
0
0

人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物
　
軍

手
　
参
加
費
　
未
就
学
児
3
0
0
円
、

小
学
生
以
上
5
0
0
円

※
長
袖
の
服
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売

所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）

2
0
0
7
へ

◆
白
井
稲
門
会
定
期
総
会
・
20
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
石
川
寛
子

さ
ん
に
よ
る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

会
」
と
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

後
藤
謙
次
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

「
政
局
裏
話
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈯
　
演
奏
会
・
午
後
2

時
30
分
〜
3
時
、
講
演
会
・
午
後
3

時
5
分
〜
4
時
10
分
（
開
場
　
午
後

2
時
20
分
〜
）　
場
所
　
白
井
中
銀

マ
ン
シ
オ
ン
ホ
ー
ル
　
対
象
　
一
般

70
人
（
先
着
順
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
白
井
稲
門
会
　
佐
藤
☎
0
9
0

（
6
0
3
1
）
4
8
0
8

◆
屋
形
船
に
よ
る
印
旛
沼
観
察
会

日
程
　
24
日
㈭
（
悪
天
候
の
場
合
は

25
日
㈮
に
延
期
）　
乗
船
時
間
　
午

前
9
時
〜
、
午
前
10
時
30
分
〜
、
午

後
0
時
30
分
〜
、
午
後
2
時
〜

　
集

合
場
所

　
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
（
佐

倉
市
）　
対
象

　
印
旛
沼
流
域
市
町

（
白
井
市
含
む
）
在
住
の
小
学
生
以

上
　
各
回
40
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　
参
加
費
　
1
0
0
円

（
保
険
料
）

申
・
問

　
11
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
（
1
枚
に
5
人
ま

で
）
に
乗
船
希
望
者
全
員
の
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
乗

船
時
間
を
第
2
希
望
ま
で
記
入
の
上
、

〒
2
8
5
―
8
5
3
3

　
佐
倉
市
宮

小
路
町
12
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼

環
境
基
金
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
0

3
9
7
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ

ベ

ン

ト

①

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅  
将
棋
教
室

　
初
心
者
で
も
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

え
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
将
棋
を
指

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
5
日
㈯
・
8
月
2
日
㈯
・

9
月
6
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

食
を
お
い
し
く
楽
し

む
教
室
「
ば
ら
っ
ぱ
饅

頭（
ま
ん
じ
ゅ
う
）作
り
」

　
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
新
葉
を
使

っ
た
千
葉
の
郷
土
料
理
「
ば
ら
っ
ぱ

饅
頭
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

対
象

　
一
般

　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
農
産
物
加
工
研
究
会
の
皆
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
マ
ス
ク

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福   

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
み

の
り
合
同
事
業
「
七
夕

ま
つ
り
」

　
館
内
に
大
き
な
「
七
夕
飾
り
」
を

飾
り
ま
す
。

　
ギ
タ
ー
演
奏
や「
ば
ら
っ
ぱ
饅
頭
」

の
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
9
日
㈬
　
午
前
11
時
〜
11
時

30
分公  

フ
ル
ー
ツ
・
カ
ー
ビ

ン
グ
体
験
教
室

　
フ
ル
ー
ツ
の
さ
わ
や
か
な
香
り
と

見
た
目
も
楽
し
め
る
「
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
の
カ
ー
ビ
ン
グ
」
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

駅  漢字検定
　日本漢字能力検
定の2級～ 10級を
受検することがで
きます。
日程　8月22日㈮
受検時間　右表の
とおり
検定料
2級・3,500円、準2～ 4級・1,800円、5～ 7級・1,500
円、8～ 10級・1,000円
持ち物　HBかBの鉛筆またはシャープペンシル、
消しゴム
■申　7月20日㈰までに検定料持参の上、直接白井
駅前センターへ

漢字検定
級 受検時間
2級 10：00 ～ 11：00
準2級 11：50 ～ 12：50

8・9・10級 11：50 ～ 12：30
3・5・7級 13：40 ～ 14：40
4・6級 15：30 ～ 16：30

　
小
さ
な
ナ
イ
フ
1
本
で
自
由
に
彫

刻
を
施
し
、
部
屋
を
華
や
か
に
彩
り

ま
す
。

日
時
　
10
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
フ
ル
ー
ツ
＆
ベ
ジ
タ
ブ
ル
・

カ
ー
ビ
ン
グ
講
師
　
山
本
幸
子
さ
ん

持
ち
物
　
布
巾
、
作
品
を
持
ち
帰
る

た
め
の
容
器

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

駅
前
サ
ロ
ン
「
ふ

ら
っ
と
」

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
「
ふ
ら
〜
っ

と
」立
ち
寄
れ
る
サ
ロ
ン
で
す
。「
ア

ロ
ハ 

フ
ラ 

ナ
ニ
」
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

や
「
P
E
A
R
S
」
の
歌
声
喫
茶
、

「
シ
ュ
ガ
ー
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
の
パ
ン

販
売
を
行
い
ま
す
。

　
ド
リ
ン
ク
バ
ー
（
50
円
）
や
菓
子

（
1
0
0
円
）、
弁
当
（
4
0
0
円
）

も
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
10
日
㈭

　
午
前
11
時
〜
午
後

1
時
30
分
（
自
由
参
加
）

申
　
菓
子
や
弁
当
を
希
望
す
る
人
は
、

6
日
㈰
ま
で
に
代
金
持
参
の
上
、
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  
日
本
文
化
再
発
見

「
浴
衣
の
着
付
け
」

　
花
火
大
会
や
夏
祭
り
な
ど
の
お
出

か
け
に
、
一
人
で
で
き
る
浴
衣
の
着

付
け
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
17
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
女
性
　
10
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師

　
着
付
け
講
師
　
池
端
和
子
さ
ん

持
ち
物

　
浴
衣
、
肌
着
（
な
い
人
は

肌
は
だ
じ
ゅ
ば
ん

襦
袢
と
裾
よ
け
）、
半
幅
帯
、
帯
板
、

腰
ひ
も
2
本
、
伊
達
締
め

申
　
14
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  「
認
知
症
」
出
張
講
座

　「
軽
度
認
知
障
が
い
」
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
40
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
13
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

視
覚
障
害
者
サ
ポ
ー

タ
ー
募
集

　
視
覚
障
害
者
が
楽
し
く
余
暇
を
過

ご
し
た
り
、「
視
覚
障
害
者
の
会
」

の
運
営
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
熱
意
が
あ
れ
ば
経
験

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

視
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
立
ち

上
げ
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
活
動
の
輪
作
り
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
　
視
覚
障
害
者
に
理
解
の
あ
る
人

活
動
内
容
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、
車
の

運
転
、
簡
単
な
事
務
文
書
の
作
成
、

そ
の
他
の
支
援
活
動

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

駅  映画上映会

　幾多の困難を乗り越
え奇跡の帰還を果たし
た小惑星探査機「はや
ぶさ」と、そのプロジェ
クトに関わった人々の
実録ドラマです。
日時　23日㈬　午前10
時～午後0時30分
対象　小学生～一般
50人（申し込み順）
※応募者多数の場合は60歳以上の人を優先しま
す。

「はやぶさ／HAYABUSA」

「ピノキオ」

グレープフルーツのカービング

駅前サロン「ふらっと」の様子

　「ピノキオ」が活躍する、心温まるファンタ
ジー映画です。
日時　23日㈬　午後1時30分～ 3時
対象　幼児～小学生　30人（申し込み順）
※幼児は保護者が同伴してください。
■申　いずれも20日㈰までに電話か直接白井駅前
センターへ

（C）2011「はやぶさ／HAYA
BUSA」フィルムパートナーズ
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
写
真
愛
好
家
団
体
「
白
井
市
写
真

ク
ラ
ブ
作
品
展
」

　
会
員
15
人
の
日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
展
示
す
る
作
品
展
で
す
。

　
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
日
㈭
〜
15
日
㈫
　
午
前
10

時
〜
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩さ

い
び美

（
白
井
木
戸
公
園
前
）

問
　
岩
立
☎
（
4
9
2
）
0
7
0
6

◆
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
「
お
あ

し
す
」

　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も

参
加
で
き
、
手
遊
び
や
人
形
劇
も
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
手
作
り
ケ
ー
キ
を

味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
25
日
㈮
、
8
月
22
日
㈮
、

9
月
26
日
㈮
　
午
前
11
時
〜
午
後
1

時
　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　

対
象

　
幼
児
〜
一
般

　
参
加
費

　
無

料
（
ケ
ー
キ
は
1
個
1
0
0
円
）

問
　
入
江
☎
（
4
9
2
）
2
0
7
0

◆
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
や
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
工
場
見
学
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ご
み
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
印
西
市
）　
対
象
　
白
井
市
・
印

西
市
・
栄
町
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
18
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙
（
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
印

西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
業
務
班
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
2
7
3
2
・

冨  

親
子
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
&
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
シ
ャ
ワ
ー
」
を

作
っ
た
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
未
就
園
児

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
40
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

駅  
お
は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
よ
る
紙
芝
居
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　
楽
し
い
お
話
を
聞
き
に
来
ま
せ
ん

か
。

日
時

　
7
月
12
日
㈯
、
9
月
13
日
㈯

午
前
11
時
〜
正
午

対
象

　
3
歳
〜
小
学
生
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

公 

2
歳
児
「
た
ん
ぽ
ぽ

さ
ん
」

　
ク
レ
ヨ
ン
と
絵
の
具
を
使
っ
て

「
は
じ
き
絵
遊
び
」
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
14
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル

申
　
10
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　「
手
形
を
押
し
て
ゆ
ら
ゆ
ら
カ
ニ

さ
ん
」
を
作
っ
た
後
、
触
れ
合
い
遊

び
を
し
た
り
、
冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
を

食
べ
な
が
ら
茶
話
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
16
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費
　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公 

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
を
し
て
遊
び

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
22
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
17
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

0
4
7
6
（
4
7
）
1
7
6
5
・

g
y
o
u
m
u
@
in
k
an
-jk
.o
r.jp

へ◆
あ
い
た
い
ね
！
ホ
タ
ル
く
ん
セ
ミ

く
ん
に

　
夜
の
手
賀
の
森
で
、
ク
ロ
マ
ド
ボ

タ
ル
が
光
る
様
子
や
セ
ミ
の
羽
化
な

ど
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
26
日
㈯
・
8
月
2
日
㈯

午
後
7
時
15
分
〜
9
時
（
受
付
時
間

午
後
7
時
〜
）　
場
所
　
千
葉
県
立

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
（
柏
市
）

対
象
　
小
学
生
以
上
　
各
日
50
人

（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
0
0
円
（
保
険
料
）

申
・
問

　
7
月
2
日
㈬
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

◆
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化
財

セ
ン
タ
ー

①
遺
跡
発
表
会

　
國
學
院
大
學
の
内
川
隆
志
准
教
授

に
よ
る
「
鏡
と
信
仰
〜
和
鏡
の
成
立

と
展
開
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
の
ほ
か
、
遺
跡
発
掘
調
査
の
成
果

発
表
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
30
分
（
開
場
　
午
後
0
時
30
分

〜
）　
場
所
　
佐
倉
市
民
音
楽
ホ
ー

ル
　
発
表
内
容
　
①
成
田
市
名
木
不

光
寺
遺
跡
、
②
四
街
道
市
飯
塚
台
遺

跡
、
③
富
里
市
郷
辺
田
遺
跡
・
中
ノ

台
遺
跡
　
参
加
費
　
無
料

②
最
新
出
土
考
古
資
料
展

　
今
回
発
表
す
る
遺
跡
の
展
示
を
中

心
と
し
た
資
料
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
7
月
5
日
㈯
〜
11
月
28
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
場
所

公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化
財
セ

ン
タ
ー
（
佐
倉
市
）　
入
館
料
　
無
料

問
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
4
8
4
）

0
1
2
6

高

齢

者

ボ   
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」
は
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
65
歳
以
上
の
人
の
健
康
増
進

と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
、
介
護
予

防
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
は
、
高

齢
者
施
設
で
入
居
者
の
話
し
相
手
に

な
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

補
助
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
15
日
㈫

　
午
後
2
時
〜
3
時

場
所

　
南
山
中
学
校
区
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
「
ホ
ー
・
ミ
ィ
ー
・
プ
ラ

ザ
」（
南
山
小
学
校
内
）

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

シ   

壁
紙
張
り
替
え
講
習
会

　
壁
紙
の
張
り
替
え
や
修
理
方
法
な

ど
を
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈭
・
18
日
㈮
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
各
日
8
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
　
11
日
㈮
ま
で
に
希
望
日
を
電
話

か
直
接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

シ   

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
〜

入
門
講
座
〜

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
8
・

1
）
の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド

の
基
本
「
文
書
作
成
」
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
22
日
㈫
〜
25
日
㈮
（
全
4
回
）

午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
1
、
3
3
8
円
（
資
料
代
）

申
　
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

◆
で
ん
だ
い
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

　
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
　
①
28
日
㈪
　「
ぷ
る

ぷ
る
・
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
」
を
作
っ
て

競
走
し
よ
う
、
②
29
日
㈫
　
4
足
歩

行
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
、
③
30
日
㈬

デ
ジ
カ
メ
で
3
D
写
真
を
撮
っ
て
み

よ
う
　
場
所
　
東
京
電
機
大
学
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
印
西

市
）　
時
間

　
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

※
29
日
の
み
午
前
の
部
（
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
）
も
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
①
・
③
は
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
小
学
4
〜
6
年
生
は
子
ど
も

の
み
も
可
）、
②
は
小
学
4
〜
6
年

生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
　
①
・
②

は
各
20
組
、
③
は
30
組
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　
参
加
費
　
各

回
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
①
〜
③
と
も
10
日
㈭
ま
で

に
T
D
U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
、
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
9
5
5
5
へ

◆
赤
ち
ゃ
ん
の
木
育
広
場
「
木
育
寺

子
屋
」

　
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
お

も
ち
ゃ
を
手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
29
日
㈫
、
9
月
30
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
　
場
所
　
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
市
内
在

住
の
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
緑
の

風
」　
鶴
岡
☎
（
4
9
1
）
8
7
0
4

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市
子
育
て
カ

フ
ェ
「
愛
を
伝
え
る
子
育
て
〜
親
子

の
絆
を
深
め
よ
う
〜
」

　
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
気
軽
に
話
せ

る
す
て
き
な
仲
間
作
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

連
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
8
月
3
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
ザ
・
ワ
ー
ク
ス
（
冨

士
）　
参
加
費

　
大
人
5
0
0
円
、

イ

ベ

ン

ト

②

◆
N
P
O
法
人
文
際
交
流
協
会
「
豪

州
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集
」

　
文
部
科
学
省
の
「
高
校
生
留
学
支

援
事
業
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

9
月
に
来
日
す
る
豪
州
の
高
校
生
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
す
る
こ
と
が

で
き
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　
留
学
生
は
県
立
白
井
高
等
学
校
や

県
立
印
旛
明
誠
高
等
学
校
へ
通
学
し
、

翌
年
1
月
に
帰
国
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
　
奥
崎
☎
（
4
9
1
）
8
5
8
2

◆
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
参
加
者
募
集

　
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
8
月
17
日
㈰
（
予
備
日
　
8

月
24
日
㈰
）　  

場
所
　
白
井
運
動
公

園
　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在

ク
ラ
ブ
の
小
・
中
学
生
　
参
加
費
　

1
人
5
0
0
円

申
　
7
月
14
日
㈪
の
午
後
3
時
ま
で

に
参
加
費
持
参
の
上
、
直
接
ウ
エ
ス

ト
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）、

白
井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟
　
菅
原
☎

0
8
0
（
2
0
1
5
）
4
3
4
8

◆
民
事
調
停
〜
ト
ラ
ブ
ル
の
よ
り
良

い
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
〜

　
民
事
の
ト
ラ
ブ
ル
（
金
銭
の
貸
し

借
り
や
交
通
事
故
の
損
害
な
ど
）
を

裁
判
所
で
解
決
す
る
方
法
は
、
裁
判

の
ほ
か
に
「
民
事
調
停
」
と
い
う
話

し
合
い
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
困
り
ご
と
が
あ
る
人
は
一
度
民
事

調
停
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
千
葉
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
☎
0
4
3
（
2
2
2
）
0
1
6
5

ペットボトルシャ
ワー

子
ど
も
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
・
問

　
8
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
大
槻
☎
（
4
9
2
）
4
7
9
5
へ

2014.7.19
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）
■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□心配ごと相談
□障害者就労相談

□心配ごと相談 ■朝市（6：00 ～ 6:45
市役所）

6 7 8 9 10 11 12
■朝市（6：00 ～ 6:45
冨士センター）

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□心配ごと相談
※弁護士来所
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00保健福祉センター）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）
■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談 ■朝市（6：00 ～ 6:45
市役所）

13 14 15 16 17 18 19
■朝市（6：00 ～ 6:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）
■どんぐり広場子育
て相談(10：30 ～ 12：
00保健福祉センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談 ■朝市（6：00 ～ 6:45
市役所）

20 21 22 23 24 25 26
■朝市（6：00 ～ 6:45
冨士センター）

■心配ごと相談 出張
相談(10：00 ～ 15：00
福祉センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□交通事故相談

□心配ごと相談
※弁護士来所
□木造住宅無料耐震
相談

■朝市（6：00 ～ 6:45
市役所）

27 28 29 30 31
■朝市（6：00 ～ 6:45
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00白井駅前センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談

■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

プラネタリウム館 ☎(492)1125

項　目 内　　容 日　程 料 金

開館20周年記念
企画展
「歴史をひもとく
資料たち」

指定文化財を中心とした市
の歴史を考える上で重要な
資料を展示

火～日曜日
9：00 ～ 17：00
7月26日㈯～ 10
月5日㈰まで

無 料

ギャラリートー
ク

開館20周年記念企画展の展
示解説を実施

31日㈭
10：30 ～ 11：15 無 料

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代までの
白井を紹介。寄託を受けて
いる浮世絵の一部を紹介
16日㈬まで

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

※展示替えのため17日㈭から25日㈮まで休館になります。

郷土資料館 ☎(492)1124

図書館 ☎(492)1122

文化会館 ☎(492)1121

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

 5日㈯ 大 千葉県警察音楽
隊コンサート 14：00 無 料 文化会館

☎（492）1121

13日㈰ 大 バレエ＆ダンス
コンテスト

バレエ
10：30
ダンス
13：30

無料 事務局　荻原
☎090(6565)3658

26日㈯ 中 ピアノとヴァイ
オリンの発表会 13：30 無 料 佐藤

☎（492）3130

27日㈰ 中 ピアノ発表会 13：30 無 料 安倍
☎（492）4714

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

2日・9日・16日・
23日・30日（ 各
水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞か
せなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなし
のへや

親子おは
なしかい

23日㈬
11：00 ～

わらべうた、絵
本の読み聞かせ
など

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

図書館開
館20周年
記念
なつやす
みおはな
しウイー
ク

24日㈭・ありの
みお話会
25日㈮・おはな
しカレンダー
26日㈯・おはな
しバスケット
各11：00 ～
（30 ～ 40分程度）

おはなしボラン
ティアによる絵
本の読み聞かせ、
語りなど（参加
団体により内容
が異なります）

児童から一般
（先着順）

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7時ま
で、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●
※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です（祝日は
発行できません）。
　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。
　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

証明書などの発行日　市民課　内線3147

乳幼児健診
健康課母子保健班☎(497)3495

日 程 時　間 場　　所

 2日㈬ 10:00 ～ 11:30 保健福祉センター

4日㈮ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

16日㈬ 10:00 ～ 11:30 西白井複合センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。2日㈬は食事や栄
養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定するこ
とができます。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎(497)3494

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
8日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

26年2月生まれの人には個人通知
25日㈮ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
30日㈬ ○保 9:45 ～ 10:00 25年9月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
 18日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 24年12月生まれの人には個人通知
22日㈫

2歳児歯科健康診査
16日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 24年1月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 1日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 23年1月生まれの人には個人通知
 4日㈮

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

各　種　相　談
□消費生活相談　月～金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3355
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は9:00から
窓口で受付順　9：30から電話受付も行い
ますが、窓口受付優先）　保健福祉セン
ター社会福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□障害者就労相談　毎週水曜日
10：00 ～ 16：00　保健福祉センター社会
福祉課☎（497）3497（前々日の月曜日午
後4時までに要予約。月曜日が祝・休日の
場合は金曜日まで。）
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第4木曜日
10:00 ～ 12：00　13：00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震相談　原則毎月最終金
曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相談室　建
築指導課　内線3223（4日前までに要予約）

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども向け
投映
ロイ君アワー

ロイくんとみんなのロケッ
ト　火星にむかってレッツ
ゴー！ (45分間)

～ 13日㈰
日曜日
11：30

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人320円、
子ども160円
各回開始30
分前から券
売

よもやま学園天文部　
地球・月・太陽身近な天体
たち　(45分間)

19日㈯～
水～日曜日
11：30

一般向け
投映

今宵の星座と星物語
7月の星空　(45分間)

土・日曜日
夏休みは水～
日曜日　13：30

宇宙の広がりが分かる宇宙
博物館　(45分間)

～ 13日㈰
土・日曜日
15：00

ふと気になる宇宙
(45分間)

19日㈯～
水～日曜日
15：00

プラチナア
ワー（シニ
ア向け）

50年代～ 90年代の音楽を
中心に、きらりと光るプラ
チナのお話
今回は「乞巧奠（きっこう
でん）七夕」のお話
(40分間)

3日㈭・5日㈯
11：30 ～ 12：10

市内
大人210円
市外
大人320円

星空ライブ
コンサート
(大人向け）

４人組のエレキバンドの生
演奏と星空を楽しみます。
演奏者：鈴木ヘンドリック
ス

13日㈰
13：30 ～ 14：50

1人700円
（前売り600
円　販売中）

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天候によ
り中止の場合あり）

19日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会

ドームで星空解説の後、実
際の星空で七夕星、火星、
土星ほかを観望（天候によ
りドーム内解説のみとなり
ます）

19日㈯
19：30 ～ 20：45

大人200円
子ども無料

親子星空ラ
イ ブ コ ン
サート

子どもと家族向けの楽しい
音楽とやさしい星空のお話
演奏者：ｙuｍi♪ｍaki

27日㈰
①11：00②13：
30　各回開始
1時間前から券
売　先着86人

当日券のみ
1人300円
（座席を利用
する幼児も
同額）

※夏休み投映は7月19日㈯から8月31日㈰までの水曜日から日曜日

タウンミーティングを開催します
　市の10年後のあるべき姿を市民
の皆さんと一緒に考えていくため、
ワークショップ形式により「タウン
ミーティング」を開催します。日程
はカレンダー右下表のとおりです。
問　秘書広報課広報広聴班　内線3371█問

タウンミーティング日程表
日　時　 場　所

12日㈯ 
10時～ 12時 冨士センター
15時～ 17時 西白井複合センター

13日㈰ 
10時～ 12時 桜台センター
 15時～ 17時 白井コミュニティセンター

19日㈯ 
10時～ 12時 白井駅前センター
15時～ 17時 公民センター


